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サリアーナ第 27巻の編者によれば、フッサールは、1922/23 年の秋および冬に『改 


























  人間性の革新というフッサールの要請は、どのような思想に根ざしているので 
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だけでなく、人間性の哲学的貧困でもある。」と。そして、フッサールは、1920
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(1)Husserl,E., Aufsätze und Vorträge (1922-1937), hrsg. v. Nenon, T. und Sepp, H.R., 





『筑波哲学』第 28 号（2020 年）
フッサールの実存的現象学（1922/23年）―倫理的生― 
 




















                 （ほり・えいぞう 大分工業高等専門学校一般科文系教授） 
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